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つくばr!'i'7Jz守松塚古墳2012年度発掘調査概要
十五塚古j黄に関する現i·9JI 見は，前期古墳ーのI責任JI~~主をめぐる，渓l市（H ,¥・:jlり8.J；；－ 行 2000など）
にも一石を投じるものである。 今回の調査結果により復元包れる似域内墳のJH1壬形態は，後／＂＇ ＇J
背IS任 －1m方部長がほぼ2・！で．前方古Iiが短く！？日くという特て｛肢をもっ。くひ）.L却などが般,'I＇，さ
れていないため，前方古1~111誌についての比 ii安はできないものの， これとfl'-iJ、したね微を もっliifjりl
i前方後円j賓としては， 筑間市灯火山 －i~I噴 （ i~ifi谷 1 990 ）， つくは iii 山本，1,·1n (.1-.J 1名ほか 1972)
かすみがうら市Ei宿天千ljiJ家古墳（IJl 1:j1・El高 1996）.同熊Uf,1Ji' (Jl1l1 iり7）があ り．それら
は似川流域から 113~ ヶ？r l'i 北川：にかけて分布 している。ーブL 桜 J Ii卜流j或から霞ヶi!fif半jjギおよび1ヒ
~i日沿岸にかけては ， 仁iH'i王塚古墳（ j~＿ il! 'il史編さん委員会 1975），美浦村愛ー宕LIJ王l:j'J:fl（，高橋
1990). I百lWl帝山古i真（大竹ほか 1981). ~ijiJJ 来 T!T1支 IHJJ系市J｝~ （茂木ほか l980), )Jfll.1与＇1'伊勢山i当






宇佐官？をWJすこととしたい。 ( l屯dて 誠）
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註
l ）主！J.i~；＼（文化財としての主主録名｛:.ii; は「水守桜塚古Jj~J （つくば1'教育委員会 2001）であるが，本稿では通
{:.ii; と し て使用されてきた円安塚7~7J:NtJ の名称をm し、る。
2) l 979 if制査の相Milでは拘戦IZl rni の方｛立を M.t, ~ 1 ヒで、表示 しているが （？fl'iJ京・ 松尾 1981 ）、 本稿の掲紋 l:Zlfffi
では真北で表示することと した。なお，持塚古墳のil¥IJ最J)ZI（第2j;.:{J）については，部分的なネfl'i）ζ・修
正を}Jj］えつつ， 1979年捌査当H寺のものを使用した。
3 ） 前 fj '/1 1 ~が聞かずi直線i’J(J な J i三w~ をとるものの 1:J:i には 1 前方部長が後｜一！：j部f.，に迫るほどキIl長ーいものと（王
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